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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

新規有機分子の研究開発において、鍵中間体の推定や合成した有機分子の構造決定
は必要不可欠な研究プロセスである。本研究課題では、当グループで開発中の新規
有機分子について、600 MHzの高磁場NMR装置を用い中間体の推定や化合物の構
造決定を行った。

実験
Experimental

中間体の推定では、嫌気性条件下、反応時間と反応剤の当量を変化させた反応溶液
をNMRサンプルチューブに封入し、0℃で19F NMR測定を行った。また、合成した
有機分子については、シリカゲルカラムクロマトグラフィーにより単離精製した後
に重クロロホルムを用いてサンプルを調製し、1Hおよび13C NMRを測定した。

結果と考察
Results and Discussion

中間体の推定に向けたNMR測定実験では、用いる試薬の当量の違いにより異なる中
間体の生成が示唆され、有機低分子の合成反応を確立するうえで、重要な知見が得
られた。合成した有機分子の1Hおよび13C NMRを測定では、本測定により化合物の
化学構造を決定することができ、化合物が論文投稿規定を満たす化合物の純度であ
ることがわかった。また、投稿に必要なNMRスペクトルデータを得ることができた。
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